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概要

有機ELや有機薄膜太陽電池に代表する有機デバイスは、軽量化やフレキシブルなデバ

イス作製が可能であるため、次世代のデバイスとして期待されている。当研究室におい

ては、材料に高電圧を印加し、霧化させるエレクトロスプレー技術やインクジェット技

術を用いて、有機デバイスを作製する研究を行っている。塗布製膜すると、スマートコ

ンタクトレンズのような三次元形状を持つ有機デバイスが実現できる。

セールスポイント

１．三次元形状を有する有機デバイスの製作および評価が可能。

２．各機能層を大気下で製膜が可能。（窒素雰囲気下でも可能）

企業等での活用例、今後の展望等

１．イックジェットやエレクトロスプレーなどの塗布技術で次世代の有機デバイスを製

作することが可能です。
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図3 試作したインクジェット
装置

図2 エレクトロスプレーで試作した
有機 EL デバイス

図1 エレクトロスプレーの
霧化の様子
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